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対話のための図書館 図書館のための対話（4） 

 

元神奈川県立図書館館長   

 イグレン会員 林秀明  

神奈川県異業種連携協議会 

  専務理事  芝 忠 

 

●はじめに  

芝忠 2 月 22 日にロシアがウクライ

ナへの軍事侵攻を開始しました。3 カ

月が経ちます。今もウクライナの人々

の祖国を守る戦いが続いています。 

 平和の問題は図書館や図書館運動

の大きなテーマです。 

 図書館についての林さんとのディ

スカッションは 4 回目になります。

様々な場面での図書館の役割を議論

してきました。 

 第一回目は、憲法の話からでした。

もう一度、原点に立ち返って、平和の

問題を考えたいと思います。  

林秀明 芝さんは原水爆禁止など平

和運動にも携わってこられました。 

芝 平和行進で広島を何度か尋ねて

います。ええ、平和記念資料館で惨状

を目の当たりにし、被爆者の方々の声

を聴くと、三度許すまじ原爆を、とい

う思いを強くします。 

プーチンによる核の脅しなど、決し

て許されるものではありません。 

今回のロシアによるウクライナ侵

略についても、「ウクライナ市民と子

どもたちのための緊急人道支援募金」

で街頭活動などを行っています。 

●流血地帯の図書館大会へ 

林 私の書架に、「物語ウクライナの

歴史」という本があります。 

奥付を見ると、2014 年 3 月 30 日第

3版とあります。 

2017 年 8 月に IFLA 国際図書館連盟

のポーランド・ボルツワフ大会に行く

ときに、ポーランドのことを勉強しよ

うと買い求めました。 

芝 ポーランドの勉強に、ウクライナ

の本ですか。 

林 ええ、実は、ちょうど同時期に、

スロバキアのニトラで、中欧・東欧最

大の農業機械見本市が開かれていて、

それを見学しようという知り合いと

一緒に出かけました。ポーランドやそ

の周辺地域について、勉強してから図

書館の会議に向うことにしたんです。 

芝 農業機械例えばトラクターと戦

車って技術的に結びつきます。 

林 トラクターが可能にした農業の

集団化、大規模化と社会主義的なある

いはナチズムの指令経済的な仕組み

が結びつきます。ポーランドもウクラ

イナも独ソがせめぎあった、ブラッド

ランド、流血地帯です。 

 ただ、農業視察団の目的は横浜や川
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崎の臨海部や多摩川沿いの中小企業

の技術、特にロボットの要素技術が穀

倉地帯の農業に使えないか、という調

査です。 

芝 農業機械のロボット化はけっこ

う進んでいます。池井戸潤さんの「下

町ロケット」のシリーズで、「ヤタガラ

ス」に無人農業トラクターがでてきま

すが、日本のメーカーはその分野でか

なり先駆的です。 

林 そうですね。でも、行ってみて、

巨大なトラクターに圧倒されました。

大きさがちがいます。日本のメーカー

のものをさがしました屋外展示の大

型トラクターの中にはありませんで

した。クボタもイセキも…。 

 

収穫祭は 10月ですが、8月のこの時期は麦の
収穫も終わり、ちょっとしたお祭り気分。家
族連れの参加も多い。 

 

林 屋内の展示場に、小型機器が展示

されています。そこには日本製があり

ました。SUBARUのロゴと昴、六連星の

マークがついていました。スバルがト

ラクターを作っていたんです。しかも

歩行型の小型のトラクターです。広大

な農地で何に使うんだろうと思いな

がら、写真を撮ってきました。 

 

屋内展示場 

 

 

 

歩行型トラクターに SUBARU のマークが 

 

芝 耕耘機ですね。歩行型というのは

乗用ではなく、人が歩行するトラクタ

ーという意味ですね。 

 輸送機械などで車輪式、履帯式に加

え、動物の歩行を模した方式が開発さ

れています。それかと思いましたが、

耕耘機を歩行型トラクターというん

ですか。 

林 確か walking tractorと書いてあ

りました。 

私はトラクターを見て回っていた

んですが、視察のメンバーは、水管理

だとか土壌管理、特にセンシング技術

などについて関心があったようです。
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展示ブースで話し込んでいました。 

芝 成果はあったんですか。 

林 温室や狭い農地で求められる濃

密な水管理やセンシングと広大な農

地で求められるものはかなり違った

ようです。適正技術、中間技術という

言葉が思い起こされました。 

 あと、水の硬さの問題も大変そうで

す。ちょろちょろした水管理では管な

どがすぐに塞がってしまうそうです。

でも、様々な課題を聞いて皆さん、楽

しそうでした。 

見学のあと、駅の近くで皆で反省会。

軽く飲んで、スロバキアのブラチスラ

ヴァから深夜特急でポーランドのク

ラクフへ移動しました。 

朝７時ごろ、到着。午前中、クラク

フのファーマーズマーケットなどを

見て回りました。ええ、見たこともな

い野菜と彩り豊かな花々が並んでい

ました。 

そうですね。穀倉地帯といっても、

麦ばかり作っているわけではありま

せん。朝方、列車の車窓には広大な麦

畑が広がっていましたが、線路の近く

に見える家々の周りを小さな畑が囲

って、いろんなものが植えられている

ようでした。スバルの歩行式トラクタ

ー、耕耘機が活躍しているのかもしれ

ません。 

 

●アウシュヴィッツへ 

林 午後、２時ごろ駅の近くのバス停

からバスでアウシュヴィッツに向い

ました。 

 アウシュヴィッツ博物館はガイド

付きの見学が原則です。日本語のツア

ーもありますが、取れなくて、英語の

ツアーに参加しました。 

芝 アウシュヴィッツではどんなこ

とを感じましたか。 

林 ガイド、まだ、若い人でしたが、

丁寧に説明してくれました。「将来、こ

のようなことを二度と繰り返さない

ために、何が起こったのか。きちんと

理解してください。」と。 

 日本人ガイドの中谷剛さんの「ホロ

コーストを世代に伝える―アウシュ

ヴィッツ・ミュージアムのガイドとし

て」（岩波ブックレット、2007）」がガ

イドの方々の思いをよく伝えていま

す。 

 ポーランドという地域への理解、い

ま、ウクライナで起こっていることへ

の理解にもつながります。 

芝 アウシュヴィッツでは、１６０万

ンが亡くなり、９割がユダヤ人ですが、

ポーランド人政治犯やロマ、ソ連軍捕

虜も収容され、強制労働やガス室の犠

牲になったと聞いています。 

林 ポーランドにはアウシュヴィッ

ツの他にも、ナチスによる収容所の跡

数多くあります。同性愛者、売春婦、

知的障碍者が犠牲になった施設もあ

ります。 

 アウシュヴィッツの展示施設の中

に、ガス室で殺された人たちが身につ

けていたおびただしい量の遺留品が

あります。当時のまま、山と積まれた

状態です。その中には、義肢、義足な

ど障碍者の補装具もあります。 

 写真をとってもいいんですが、皆さ
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ん、説明をきちんと聞いて、目に焼き

付けようとしていました。私も写真は

とれませんでした。 

芝 障害者も優生思想の差別の対象

なんですね。日本では、優生保護法が

廃止されたのは、やっと 20 年ほど前

でしょうか。（1996 年に優生保護法が

母体保護法に改正）同性婚はまだ、認

められていません。 

 

●博物館として公開する 

林 もう一つ、学ぶのは、博物館につ

いてです。 

アウシュヴィッツは世界遺産にな

っていますが、「アウシュヴィッツ・ビ

ルケナウ ナチスドイツの強制絶滅

収容所（1940-1945）」が正式な名称で

す。そこを博物館として公開していま

す。 

 芝さん、博物館として公開するって、

どういうことだと思いますか。 

芝 現代に続くストーリーをきちん

と作ることだと思います。 

実は、産業技術総合研究所の中に、

博物館をつくろうという話があった

んです。杉田の工業試験所を海老名に

移転するときに、使われなくなった工

作機械だとか、試験機器を持って行っ

て博物館をつくろうという話です。 

立ち消えになってしまいました。コ

ンセプトをうまく作れなかったんで

す。博物館である以上、展示物のスト

ーリーが必要です。産業総合研究所の

機能と結び付ける筋立ても必要です。 

今になって、思えば、品質管理につ

いて、系統立てて、説明する、そのた

めの計測機器だとか、その技術だと、

取組みだとかを紹介すると博物館な

ど作っておけばよかったと思います。 

戦後、品質管理の手法を中小企業に

広めることは全国の都道府県の工業

試験所の大きな役割でした。 

神奈川県の場合は西堀栄三郎さん

にご指導いただいて、先導的な取り組

みを進めていました。その記録なども

残っていました。 

西堀さんは第一次南極越冬隊の隊

長をやられた方としても有名です。も

ともと東芝にいらした方ですが、統計

的品質管理手法を中小企業も含む産

業界に広めた方です。 

林 品質管理博物館、出来ていれば、

今につながりますね。品質に関する不

正が相次いでいます。デミング賞など

を取った大企業などで、目を覆う状況

です。 

芝 デミング賞が始まったのは 1952

年からです。三菱電機は 1956 年にと

っています。 

林 神奈川県立生命の星地球博物館

の館長の斉藤靖二さん、もともと上野

の国立科学博物館にいらした方です

が、博物館として公開するとはどうい

うことか、伺ったことがあります。 

「博物館では、意味づけし、体系化

するということが大事なんです。歴史

博物館では未分化・不定形の資料が整

理・調査・分析され、歴史的な意味づ

けが与えられてはじめて博物館資料

になるんです。自然史系博物館も自然

を構成しているものを収集して、研究

し、整理して利用可能な形に体系化し
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て初めて博物館資料になるんです。」 

 博物館として公開するというには、

芝さんがおっしゃったように、ストー

リーが必要です。もう一つ、歴史的意

味付けと今日的な意味を明確にする、

そのために整理、調査、研究を不断に

続けるということです。 

芝 ドイツの場合はナチスの犯罪に

時効はありません。公的な機関（「ナチ

ス犯罪解明のための司法行政中央本

部」）が今も活動を続けています。 
10 年ほど前にもアウシュヴィッツ

の元看守 90 歳を超える人 3 人を逮捕

したことが報じられています。 
林 歴史的な意味づけについても今

も問いかけが続いています。 
アウシュヴィッツ博物館にはヨー

ロッパの各国の戦争中のユダヤ人が

経験した苦難を紹介する展示がある

んですが、被害国の加害的な面につい

て、研究が進み、きちんとそれを展示

に反映させているそうです。展示の内

容は各国の歴史家と博物館の担当者

で検討し、当該国が費用を負担するそ

うです。ただ、基本的な展示は開設以

来変わっていません。 
芝 東西対立の中で、博物館の活動が

困難な時代もあったと思います。中東

戦争の時はポーランド、アラブ側を支

持することになりますよね。 
林 ええ、東側の陣営でしたから、一

時的にユダヤ民族の受難の歴史の展

示施設など一部が閉鎖されたことも

あったようです。 
その辺も中谷剛さんのブックレッ

トに詳しく出てきます。 

 
私たちが、アウシュヴィッツを訪れたのは

2017年 8 月 19 日土曜日でした。 
午後、バスが博物館の前に着くと、雨にな

っていました。ガイドに促されミュージアム
ショップでビニールのカッパを買いました。
アウシュヴィッツに博物館は正式にアウシュ
ヴィッツ・ビルケナウ博物館といい、二つの
収容所が博物館として公開されています。 
 アウシュヴィッツの見学したあと、ビルケ
ナウに向いました。雨がすっかり上がってい
ました。きれいな夕焼けでした、写真を撮っ
てみました。 

 

●神奈川県立図書館の戦時文庫 

林 一緒に来ていた農業調査団を翌

朝、クラクフの空港で見送って、それ

から、一人旅。クラクフ中央駅 7時 58

分発の列車に乗り、ボルツワフに向い

ました。 

車窓から、広大な麦畑や牧草地を眺

めながら、県立図書館で預かっている

戦時文庫のことを考えていました。 

芝 第二次世界大戦下の青少年に戦

意高揚のために貸し出された本のコ

レクションですね。 

 戦争の責任追及を恐れて、全国の図

書館では焼却したものが、神奈川では

戦後しばらくたって、金沢文庫の須弥

壇の下に隠してあったのが見つかっ

たという話でしたよね。 

林 ええ、見つかったのは昭和 44年、
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1969 年です。紆余曲折を経て昭和 54

年、1979年に、県立図書館が 1,570冊

の図書を特別文庫として受入・整理す

ることになりました。 

ただ、目録が整理され、意味づけが

与えられるのは、平成も半ば 14 年、

2002 年のことです。「戦時文庫目録」

として印刷されました。目録はインタ

ーネットからも見ることができます。 

書籍自体は、閉架の書庫にしまわれ

ており、実際に書架をブラウジングす

ることはできません。 

目録で選べというのなら、解題目録

ぐらいは用意すべきですが、それも進

んでいません。 

 先輩たちが焼却や GHG の接収から、

守った貴重な資料です。時代の証人に

するための整理、調査、研究を不断に

続ける必要があるのではないか。 

 そのようなことを思いながら。車窓

の麦畑を眺めていました。 

 

戦時文庫の一部（写真は県立図書館 HP） 
2017 年 11 月の県立金沢文庫の紀要『金澤

文庫研究』に金沢文庫の図書館の司書の遠藤
裕邦さんが「県立金沢文庫の戦時下における
「貸出文庫」事業と事業廃止後の動向につい
て」という論文を発表しています。 

図書館として、そういった成果を反映した
展示などを行い、研究を蓄積していく取組み
が求められています。 

芝 林さんは、以前から、資料蓄積型

教育文化施設という言い方で、図書館

と博物館の類似性を指摘しています。 

 「図書館雑誌」の 2012 年 5 月号に

林さんが書かれた『神奈川県立図書館

は専門図書館を目指す―脱総合図書

館宣言、脱パブリックサービス偏重主

義』を共感を持って読みました。 

 そこでも、先ほどの斉藤靖二さんの

言葉を引用して、図書館にも専門分野

を明確にして、資料の体系化が必要だ

と述べています。 

 でも「NDC で分類し、書誌データを

付与した段階では、未分化・不定形、

収集されただけの資料である。」とい

う箇所にはびっくりしました。そんな

こと言っちゃっていいのかなと思い

ました。専門図書館を目指すというの

は、その調査、研究の成果を排架や展

示、レファレンスに反映させるという

ことなんですね。 

 

●“図書館，連帯，社会” 

林 お昼ごろ、ボルツワフ中央駅に到

着です。トラムで会場に向かいました。 

会場の百周年記念ホール 
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2017 年の IFLA 国際図書館連盟の年次大会
が 8 月 20 日（日）から 25 日（金）の日程で 
ポーランドの古都ボルツワフで開催されまし
た。 

世界の 122 カ国から 3千人、日本からも 56
人が参加しています。 
テーマは  “図書館，連帯，社会”  

(Libraries, Solidarity, Society )です。連
帯の社会を実現するために図書館に何ができ
るかです。 

 

●ロシアのライブラリアンの闘い 

林 ２日目の午後からの参加です。 

 メイン会場を覗いてみました。テー

マは「交差性（intersectionality） －

LGBTQ の交差（intersection）と図書

館－」。難しい言葉が並んでいます。 

芝 intersectionという言葉は、私た

ち工学の世界だと、交わるという意味

に使います。angle が付くと交角、

point が付くと交点、重なる部分とか

共通部分という意味もあります。数学

では共通集合も intersectionです。 

林 人文系では、そのまんま、片仮名

にして使うことが多いみたいです。 

 図書館を LGBTQの方々の行き交う場

にするにはどうすればいいか、行き交

うことのできる社会を実現するには

図書館はどのような役割を果たすべ

きか、というような議論がされていま

した。 

 インクルーシブな社会の実現とい

うような言葉も使われていました。 

パネルでは LGBTQアーカイブの現状

と課題、図書館の役割の報告がありま

した。 

ロシアからは、ソ連時代の図書館を

LGBTQ の交差する図書館に変えた話で

す。拍手がすごかったです。 

芝 ソ連時代の図書館・・・。工学や

技術の分野では、評価されていたと思

います。 

林 一般の公共図書館は官許の思想、

良書、読ませたい本を並べるところだ

ったそうです。町の小さな図書館でも

書庫には、読まれなくなった、マルク

スやレーニン、スターリンなどの古典

が大切にアーカイブされていたそう

です。 

 今では、古典のアーカイブはしかる

べきところに任せ、その空いたスペー

スに閲覧や交流、交差の場所を確保し

たそうです。 

 発表者はスクリーンにゲイやレズ

ビアンの文学や芸術の本の表紙を映

し出し、「ソビエト時代に出版され、ヴ

ィヴリオチェカリ（図書館員たち）が

守り抜いたものだ。今は、これらが閲

覧室に排架されている。」と誇らしげ

に語っていました。 

 LGBTQ に関する本も、文学やアート

などの分野の本が多かったそうです

が、健康や老いなどの問題や生活のノ

ウハウなど実用書も増えてきている

そうです。 

芝 きちんと守り抜いてきた図書館

員たちがいたんですね。 

林 ええ、発表者もそのことを強調し

ていました。ソ連時代にもきちんとや

ってきたんですと。 

時代が変わると、過去を否定するこ

とから始まることが多いです。日本に

も戦前からの図書館の伝統、歴史があ

ります。それをなかったかのように。 

図書館学の古典で、ランガナタンの
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「図書館学の五法則」という本があり

ます。初版が出たのは 1931 年です。

戦後、日本語訳が出たんですが、一部

が訳出されていないんです。 

ランガナタンは、戦前の日本の図書

館政策、満鉄によって整備された満州

の図書館が高く評価しています。その

部分が消し去ってあるんです 

昨年、図書館問題研究会の神奈川支

部で、ランガナタンの読書会をやった

んですが、消された部分を改めて訳し

て読んでみました。 

芝 読書会、懐かしい言葉ですね。 

図書館問題研究会の支部会にはお

邪魔したことがあります。すごいです

ね。1960年代の熱気を感じました。  

 戦後改革を、アメリカによる解放、

あるいは押しつけであるかのような

議論は事実をもって、反駁しなければ

なりません。憲法もそうですね。 

林 LGBTQの話に戻しましょう。 

他のパネラーですが、交差する空間

をつくるためは、図書館のトイレもニ

ュートラルでインクルーシブなもの

でなければならないという提起があ

りました。 

会議の会場となったのは、百周年記

念ホール（Hala Stulecia）というとこ

ろです。マックス・ベルクの計画に従

って建てられた２０世紀初頭の建造

物です。最新のコンベンションホール

ではありません。トイレも男性用と女

性用しかありません。会場の男性用の

トイレは、All Gender Bathroomのサ

インが掲げられ誰でも使えるトイレ

になっていました。 

 

男子トイレの入り口に掲げられた表示。小
用を足していると後ろをいろんなジェンダー
の方々が通ります 

 

●ビルスコビアワの地域図書館 

芝 現地の図書館の見学は？ 

林 会議の最終日の翌日にエクスカ

ーションが組まれています。 

私は、ビルスコビアワというところ

の地域図書館の見学に行きました。 

30人ぐらいの参加者で、日本人は私だ

け、アジアからは中国からの人が多か

ったです。 

バスで３時間、もっとかかったでし

ょうか。アウシュヴィッツ、クラクフ

の近くに戻ってしまいました。 

バスからは列車と異なる光景です。

高速沿いに結構、大きな工場などもあ

りました。 

バスなかでは、現地の図書館の方が

リージョナルな図書館の大切さを話

し、それを IFLA のフランス人のスタ

ッフが英語で翻訳してくれます。 

翻訳というよりも、彼はこのような

趣旨のことを言っていたというよう

な説明です。 
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どうも、リージョナルな図書館とい

う意味は、その土地について図書館と

いう意味らしいんです。 

芝 ふつうは大きな行政単位の図書

館の分館というような意味に使いま

すよね、 

 そうじゃないということですか。 

林 ええ、地域館という意味ではない

らしいな、変なことを言っているな、

と思って説明を聞いていました。 

行ってみて、分かりました。所在地

はチェコとスロバキアに接するポー

ランドの国境の街です。近くのクラク

フにはヨーロッパ最大のユダヤ人ゲ

ットーがありました。 

そこは多様な民族の交差する土地

なんです。その土地の様々な民族の足

跡を記録しておくことも図書館の重

要な役割です。 

町の図書館とヨーロッパ情報セン

ターが一体的に運営されています。 

ポーランド語だけでなく、チェコ語

やスロバキア語などでもで地域の歴

史を知ることができるようになって

いました。Europe direct という EU

の活動の一環だそうです。 

 最初にちょっと触れた「物語ウクラ

イナの歴史」で著者の黒川さんは「ウ

クライナ民族の歴史というよりも、ウ

クライナの土地をめぐる歴史という

観点から書いた。」と述べていますが、

ヨーロッパを語る際には大切な視点

なのかもしれません。土地という視点

の重要性、重さを感じました。 

 その図書館のホールで、戦争につい

ての展示を行っていました。 

 
 ベスキディ市立図書館での戦争についての
展示。ベスキディはスキーリゾートとしても
有名な街。スロバキア、ポーランド、ウクライ
ナの国境地帯を北西‐南東に走る部分の名前
だそうです。 
 

常設の展示もありますが、８月は特

別展を毎年やっているそうです。 

芝 ヨーロッパの戦勝記念日、連合国

軍がドイツを降伏させた日ですが、５

月８日ですよね。ロシアでは５月９日、

今年はプーチンが何を言うか、注目さ

れました。 

林 ワルシャワ蜂起が 1944 年 8 月 1

日。それを記念しての展示だそうです。 

 5 月 8 日はポーランドにとっては、

ドイツの支配からソビエトロシアの

支配にとって代わっただけですから。 
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●「おっぱいとトラクター」 

芝 そろそろ時間です。林さん、最後

にウクライナについての本を紹介い

ただけませんか。 

林 イグレンの機関誌ですから、技術

と社会についての本がいいですよね。 

一冊は、マリーナ・レヴィツカさん

の「おっぱいとトラクター」（集英社文

庫）という本です。原題をきちんと訳

せば「ウクライナのトラクター小史」

になります。 

世界的な大ベストセラーですが、日

本語版はふざけた書名では全く売れ

なかったそうです。神奈川県立の図書

にはありません。 

 もう一冊は、土原辰史の「トラクタ

ーの世界史」（中公新書）です。これは、

県立図書館にありました。 

 

●次回は学校図書館 

芝 学会や研究会ではポスター発表

も大切なセクションです。ボルツワフ

でも学校図書館や子供向けのサービ

スの大切さについての議論があった

と聞いています。 

 次回は今回予定していた学校図書

館について話し合いたいと思います。 

 

ポスター発表ブースでは、ノルウェーの図

書館が、「労働組合+図書館」という発表です。

「ノルウェーはハイコストの国だから、その

競争力は教育され適応性の高い労働力の拡大

とイノベーションの能力にある。ノルウェー

の社会はその民主的な価値、特に低い失業率

と強固な公的福祉システムの価値を認識して

いる。図書館はその中で・・」説明する図書館

員の T シャツの背中には「図書館は社会を豊

かにする」の標語が。 

その近くのブースでは神奈川県立田奈高校

の松田ユリ子さんが発表しています。学校の

図書館をカフェにして、就労支援などに結び

つける取り組みです。社会的な要請や生徒の

課題に図書館がどう対応しているか、その評

価を中心にした報告です。 

バロセロナの県（プロビンス)の図書館のプ

ースでは、子どもの文化的教育的貧困への対

応が県立図書館の一番の課題だと言っていま

した。 

台湾の国立図書館の司書も子どもへの図書

情報の提供、子どもに魅力的な図書館の設備

について熱く語っていました。  

 

林秀明（はやし ひであき） 

1952年石川県生まれ  

1976年、神奈川県庁入庁。土木部、総

務部、企画部、福祉部、環境部を経て、

京浜臨海部活性推進課長、県土整備局

参事、〃参事監（住宅供給公社理事）、

県立図書館長、県立川崎図書館長。

2011年 3月退職。現在、図書館問題研

究会全国委員など 

 

芝 忠 （しば ただし） 

1942年東京都生まれ、 

1966 年東京都立大学工学部卒業して、

すぐ神奈川県庁に入り、旧工業試験所

で研究及び技術支援業務に携わった。

1976 年頃から異業種交流を手掛け、

1984 年に神奈川県異業種グループ連

絡会議(異グ連)を結成して以来事務

局を継続して担当。現在イグレン専務

理事。 
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「川崎市新市庁舎内に市電・トロリーバスを復元保存・活用する提案」 

 
まえがき 

与本剛三さんは、1997 年(平成 9 年)当時、イグレンの重鎮，故根岸良吉氏、

故八幡敬和氏とともに「鉄道輸送研究会」を設立したメンバーで事務局長をして

おられました。与本さんは、元相鉄グループに勤務されていた人脈で、相模鉄道

かしわ台車庫の見学の企画を行いました。会社退社後、川崎市宮前区で「アトリ

エ有馬一級建築士事務所」を開き、地域でまちづくりやコンサルティング活動を

行っています。 

現在各地で近年環境負荷の少ない路面電車を復活しようという動きが起こっ

ています。川崎市では、市庁舎を建設中ですが、与本さんは、新市庁舎に昔川崎

市内で走っていた市電やトロリーバスを再評価し、歴史的文化遺産として展示

する提案を考えています。今回与本さんより、川崎市電やトロリーバスの写真と

共に保管の現況報告やその活用に関する提案概要をご投稿いただきましたので

紹介します。 

イグレンもかつては会内外から寄せられた提案や相談事項をもとに各種事業

化プロジェクトを多数展開した時もあります。こうした試みが発展すれば大変

意義あるものと思います。 

「鉄道輸送研究会」については、当機関誌第 14号にて紹介しました。 

専務理事 芝 忠 

 

 

川崎市電・トロリーバスを復元保存・活用する提案概要 

                       

アトリエ有馬一級建築士事務所 

所長  与本 剛三 

                            

１ 目的 

現在建設中の市役所新庁舎の敷地

内にかつて川崎市交通局で、戦後の

復興や市民の足として活躍したトロ

リーバス（高津区二子塚公園にて保

存）と市電（川崎区桜川公園にて保

存）を復元保存し、歴史的・文化遺

産として次世代へ継承していくこと

を提案するものです。 

 

２ 効果 

(1）市制 100周年を記念して、川崎

市役所新庁舎に川崎市民が他市に誇

れる新しいモニュメントができます。 
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(2) 市電やトロリーバスは二酸化炭

素を排出しない交通機関であり、脱

炭素先行地域や川崎市地球環境温暖

化対策実施計画等の施策推進のシン

ボルとして広報や環境教育に役立つ

ものです。 

(3) かつて市役所の近くを走ってい

た市電やトロリーバスを歴史的遺産

としてゆかりある場所に保存・展示

し、更にイベント等を開催すること

により新たな観光資源として集客や

川崎市の知名度・イメージアップに

つながります。 

(4) 市民ミュージアムが被災した中

でその機能の一部を川崎駅至近とい

う交通利便性の高い場所に歴史的な

遺産を保全・公開することに意義が

あり、川崎市の文化財として指定す

る価値があります。 

 

３ 川崎市電・トロリーバスの歴史

と現状 

(1）川崎市電  

川崎市電は戦争末期 1944年(昭和

19年)10月 14日に開業しました。 

戦争中の大空襲で壊滅状態となりま

したが、戦争の終結とともにいち早

く復旧しました。戦後は臨海部の会

社や工場の復興も進み、乗客も増加

していきました。1945年度(昭和 20

年度）に１日平均 9,300人だった乗

客は、ピークの 1961年(昭和 36年）

には 35,600人となり、営業キロ 6.95

キロメートル、在庫車両 16両、年間

走行キロ 84 万キロメートルとなりま

した。この頃、臨海部は石油コンビ

ナートも登場しています。高度経済

成長が続いていた頃は、３線式で貨

物輸送も行われ工業都市川崎の発展

の一翼を担いました。その後、臨海

交通の中心は自動車に移り、市電は

その機能を次第に低下させていきま

した。 

そして、1969年(昭和 44年)3月 31

日に歴史的使命を終えました。 

1969年度(昭和 44年度）に開園さ

れた桜川児童交通公園の一隅に、廃

止された川崎市電の代表車両として 

702 号を設置し、市民来園者の休憩施

設に利用されてきましたが、海にも

近く野ざらしで車体の腐食や破損が

ひどくなり、施設の使用に耐えられ

ない状態になりました。旧川崎市電

の現存する唯一の車両という歴史的

価値観から、各方面から復元保存の

声が高まりました。1978年度（昭和

53年度）当時、伊藤三郎市長が、環

境保全局（島村龍蔵局長）の予算で

車両復元と同格納庫を建設する答弁

をされ、復元工事を行った前例があ

ります。（約 1,250万円） 

1978年(昭和 53年）に保存館が建

設されましたが、外から見えないた

め 2001年(平成 13年）に撤去され、

現在は屋根付きで屋外に保存されて

おります。残念ながら川崎駅からも

遠く広く市民に知られておりません。 
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桜川公園の市電保存車両（川崎市川崎区） 

 

(2) トロリーバス  

川崎市営トロリーバスは、東京都・

横浜市よりいち早く、戦後東日本で

初めて走り、1967年(昭和 42年）当

時にはトロリーバスは 19 両ありまし

た。1951年（昭和 26年）から 1967

年(昭和 42年）まで川崎駅から水江

町まで 7.3キロの路線は、同様に川

崎市と臨海部を結んだ市電と共に、

川崎市の工業都市の復興に大いに貢

献しました。車体中央部から突き出

したうさぎの耳のような２本のポー

ルが特徴で、道路上に張られた架線

から電気をとって走行しました。「ト

ロバス」と呼ばれて市民に親しまれ、

満員の「トロバス」が、架線とポー

ルの間に火花を飛び散らしながら疾

走する姿は正に躍進する川崎の姿そ

のものでもありました。 

廃止後は４両のトロリーバス(700

型）は、横浜市営バスへ移り現役を

継続した車両もありましたが、川崎

市内では南平台連合自治会や明石穂

団地で児童図書館や二子第５町会の

母親クラブや集会場にて利用される

ものもありました。現存する車両は

高津区二子塚公園（高津区二子６丁

目 1－11）に残る 104号１両です。 

数年前までは開放展示されていまし

たが、現在は老朽化が進み、仮囲い

で閉鎖されている状況です。高津区

道路公園センター及び交通局運輸課

に問い合せした所、当時の記録は残

っておらず、川崎市営の街区公園が

トロリーバスに占有されているため、

所有者に対して撤去の要請をしてい

るとの事で、公園としてもほとんど

機能していない状況にあります。 

 

 

 

二子塚公園（川崎市高津区）に保存されてい
るトロリーバス、とても残念な状態です。 
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４ 参考事例の紹介 

(1) 川崎市他の施設 

① 宮前区宮崎台駅前にある東急「電車

とバスの博物館」  

電車やバスが保存されており路面

電車（200形）やバス２両が室内に保

存されています。 

② 渋谷駅前にあった「青ガエル」東急

5000 形 

現在は大舘市に移転されたものの

当時は駅前広場のシンボルとして親

しまれていました。 

③ 川崎区田島町にある「ＳＯＭＰＯラ

ヴィーレ浜川崎」 

市電通りに面している民間施設の

一階に川崎市電の歴史や写真が掲示

されています。 

(2) 横浜市役所  

市役所内の壁面に横浜市交通局の

歴史や写真を展示されています。 

(3) 京都市内の施設  梅小路公園  

市電ひろば  

保存車両６両の他、市電カフェや鉄

道グッズショップがあり、手づくり市

のイベントも開催され、多くの市民や

観光客に親しまれています。 

(4) 大阪市・大阪メトロおおさかメト

ロ（旧大阪市交通局） 

森の宮検車区市電保存庫に市電と

トロリーバスが保存されており、2014

年に大阪市の指定文化財に指定され

不定期イベントで公開されています。 

(5) 長野県大町市(人口２万７千人）

のトロリーバス保存事例  

1964年～2018年まで立山黒部アル

ペンルートの内、扇沢駅（大町市）

と黒部ダム間にトロリーバスが走っ

ていました。2018年 11月 30日にラ

ストラン後、電気バスに置き換えら

れ車両は廃車される予定でした。し

かしながら、最後の１両が解体会社

に残されているある事がわかり、大

町市は歴史や文化の象徴として保存

すべきと決めました。しかしながら

財政状況きびしい為、ふるさと納税

を活用したクラウドファンディング

を試み、目標金額を達成して無事扇

沢駅近くにあるトロバス記念館に保

存する事ができました。私は 2021年

8月１日のトロバースデーというイベ

ントに参加し、翌 8月 2日大町市役

所を訪問し、当時の担当者から保存

に至る貴重なお話を伺う事ができま

した。 

 

 



15 
 

５ 川崎市における今後の課題 

(1）計画案の検討・作成 

(2) 資金計画・予算化、設計変更と

諸手続き 

(3) 現在地からの移転と跡地の活用

策（桜川公園、二子塚公園） 

(4) 車両の復元工事（市電・トロリ

ーバス） 

(5) 維持管理・活用と市民参加（ボ

ランティア団体の設立） 

 

６ 整備後のイメージ 

(1）市民のいこいの場 

(2) 社会教育・環境教育の場として

の活用 

(3) 市民参加で様々なイベントを開

催することによって集客や観光資

源となる 

(4) ボランティアを立ち上げ、市民

参加で維持管理や活用を図ってい

く。 

(5) トロリーバスを動態保存した場

合、更に広がる可能性 

架線集電で走行させることはでき

ませんが、復元車両の動力を燃料電

池（燃料は水素）とすれば一般道路

でも走行が可能となり、各種のイベ

ントや環境先進都市として川崎市の

ＰＲに活用できれば全国的にも注目

されるものと思います。 

 

※かわさきの宝物  

ペーパークラフト（川崎区役所） 

   

「川崎市営トロリーバスと市庁舎」        
 

 

「川崎市電 塩浜駅の風景」 

 

与本剛三（よもと こうぞう） 

1958年大阪市生まれ 一級建築士、マ

ンション管理士、宅地建物取引士 

1981年相模鉄道（現相鉄ホールディン

グス）入社。以降、相鉄グループ各社

において住まい・街づくりの仕事に４

０年間携わる。2021年に退職後、アト

リエ有馬一級建築士事務所を開設し

現在に至る。 
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オミクロン株の特徴とその対策 

                                      

農学博士 

惣田昱夫 

 

新型コロナ感染者は 3回目また 4回

目のワクチン接種者が増えるなかで

も依然として高水準で推移していま

す。神奈川県内の感染者も 5月 1に～

20日までに 35458人、1日平均で 1773

人と高水準です。しかしこのような状

況でももう新型コロナ感染は終わっ

た、経済が大切と医療政策放棄が、特

に神奈川県では進行していることは

残念で仕方ありません。感染症対策の

基本は早期発見、早期治療で、感染を

広げないことです。また治療薬の開発

とそれによる治療で後遺症を残さな

いことですが、諸外国に比べ PCR検査

体制も弱く、治療薬の開発も弱く遅い、

ただワクチンだよりとは医療先進国、

県としてはお粗末です。国民の声が弱

いのか政治の貧困なのか、憂えるばか

りです。本文は 3月の時点で書かれた

ものですが、オミクロン株の変異は多

くなっていますが、その特徴や対策は

特に問題はないと考えています。まだ

しばらくは続きますので本文を読ん

でいただき参考にしていただければ

と考えています。 

 

はじめに 

オミクロン株の 1日の感染者数は全

国で大台の 10 万人を超えてしまいま

した。 今、オミクロン株の感染者の

増加で医療機関はひっ迫し、基礎疾患

を持った人の重症化も目立っていま

す。急激な感染者拡大で 6波を引き起

こしているオミクロン株とはいった

いどのような特徴を持ったウイルス

なのでしょうか。オミクロン株につい

て考えてみます。 

  

新型コロナウイルスの種類と変異 

感染爆発を引き起こしているオミ

クロン株の特徴を見ていきたいと思

います。 

新型コロナウイルスは中国の重慶か

ら始まりました。そこから各国に広が

り各国で変異した株が検出され感染

者が増加しました。イギリスで感染力

の強い株が分離されイギリス型と呼

ばれましたが、1918年世界中をパンデ

ミックに陥れたスペイン風邪の教訓

からイギリス型、南アフリカ型という

ことをやめ WHOはギリシャ文字を使っ

た名前表記に変えました。イギリス型

はアルファ株に、感染力が強く重症化

を引き起こすインド型はデルタ株と

なりました。現在 13 種類の株に名前

がついていますが、N は新しい、Ξは

名前に関係するとの配慮から避けミ

ューから飛んでオミクロン株と名付

けられました。このオミクロン株が世

界中に広がり各国ともパンデミック

となっています。 

 感染力の強いオミクロン株の特徴
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をみてみます。図 1（文献 1）で分かる

ように感染にかかわるスパイクタン

パク質が、これまでのコロナウイルス

と違い 30 ｹ所以上変異していることが

わかります。国立感染症研究所では

2021/12/8 にオミクロン株の特徴を発

表（文献 2）しています。発表内容に

よると 1）スパイクタンパク質に 30か

所程度の変異、3 か所の小欠損と 1 か

所の挿入部位を持つ。2）15 か所程度

の変異は受容体結合部位に存在する。

3）G339D、S477N、T478K、N501Y 変異

等はヒトの細胞の感染受容体 ACE2 へ

の親和性を高める。4）K417N N440K、

E484A 等はモノクローナル抗体からの

逃避が示唆される。5）H655Y、N679K、

P681H 変異(青線の部分)は細胞への侵

入しやすさに関連する。6）ヌクレオカ

プシドタンパク質における R203K、

G204R 変異はアルファ株、ガンマ株、

ラムダ株にも存在するが感染・伝播性

を高める可能性がある、としています。

特に注目されるのは 3）と 5）で感染

力の強さ、3）はブレイクスルー感染力

に関するものです。非構造タンパク質

の一種 nsp6 の 105-107 欠失はアルフ

ァ株、ベータ株、ガンマ株、ラムダ株

にも存在する変異ですが、インターフ

ェロンに拮抗的に作用する、ウイルス

の増殖阻止や免疫系の調整などの働

きをする自然免疫へ拮抗的に作用し

免疫逃避を高める可能性があると指

摘しています。つまりオミクロン株は

感染力が強く、世代に関係なく感染さ

せる、またブレイクスルー感染させる

性質を持っているということです。 

2021年12月24日 日経サイエンス

図1 各種コロナウイルスのスパイクタンパク質の変異箇所
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12月の初めに日本では、オミクロ

ンの感染者は数名程度でした。「（東

京で）対策を取らない場合には 1月

末には 1日 3000人を超える」と

12/17に名工大平田教授の将来予測が

出ていましたが、オミクロンの感染

力は予想を超え早くも 1月 13日には

3000人を上回り、全国でも 18850人

と 2万人近い感染者となりました。 

 

症状と後遺症問題 

オミクロン株の症状と後遺症につ

いて考察します。他都道府県に先駆

けて感染爆発した沖縄県の 事例を図

2（文献 3）に示しました。 

 
これによると発熱

(72％)、咳（58％)、全

身倦怠感（50％)、 咽頭

痛（44％)、…、と続い

て、嗅覚・味覚障害は

２％、無症状が４％とな

っていて、 重症者はな

く、肺炎症状の患者もい

ないことが分かります。 

全体としては中等症と軽

い症状者が多いことが分

かります。ただ最近の報告では感染

による 死亡者が増加しています。特

に基礎疾患を有する高齢者が感染

し、死亡する事例が増えています。 

感染力が強いこともあり爆発的に感

染者が増加した結果、基礎疾患を有

する高齢者に感染が広がると 基礎疾

患が悪化し、重症化する可能性があ

ります。 また 5歳以下の子供、小中

学校での感染、若い人への感染、ワ

クチン接種者への感染も広がってい

ますので、軽症が多いとはいえ早期

の治療は重症化させないために必要

です。 

新型コロナとオミクロン株の後遺

症を見てみましょう。世田谷区などで

は治った患者のその後としてアンケ

ートを取りまとめ、後遺症対策が重要

と報告しています。後遺症は図 3（文

献 4）を見ていただくと分かるように、

倦怠感やブレインフォグ、息苦しさ、

それにデルタ株までは味覚、嗅覚障害

が残りました。 

 オミクロン株では味覚嗅覚障害は

見られませんが、精神混乱、過活動性
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せん妄の症状が残るようで

す。オミクロンは「感染人数

が多いだけで弱毒だから問

題ない、やがて普通のカゼ

になるだろう」という見方

がありますが、 

 

その見方は間違っていま

す。感染者の絶対数が多い

ことは、そのまま後遺症発

症者の絶対数にもつながり

ます。精神混乱、過活動性せ

ん妄の症状は新型コロナ群

が小胞体の内側に向かって

芽を出し細胞外へと出て行

ってしまうことに関係します。後に残

された細胞の小胞体が穴だらけのボ

ロボロになり再生不能細胞となり繊

維化します。ニューロンや中枢神経に

感染すると治ったあと意識全体が霧

のかかったようになるブレインフォ

グも発症します。軽症が多い子供たち

に、これらの症状が残った場合を考え

ると将来への不安が残ります。 

  

また東洋人、日本

人は特殊な遺伝子が

あるとする見方があ

ります。感染者に対

する死亡率を図 4

（文献 5）に示しま

した。日本は諸外国

と比べても死亡率は

上位にあります。諸

外国に比べ感染者が

少ないので遺伝子で

守られているように見えるだけなの

です。 

 

ワクチンと抗ウイルス薬 

日本はワクチン接種が遅れていま

す。ブレイクスルー感染があったとし

てもワクチン接種後の中和抗体価は

アストラ prime＋モデルナが最も高い

という結果やリアルワールドでのワ

クチン効果(VE)は 3回接種で上昇する

 

 



20 
 

といわれています。中和抗体以外の免

疫が関与し重症化防止効果も高いと

いわれています。オミクロン株の感染

により持病が悪化する事例が増えて

いることから、特に持病のある高齢者

の接種は急ぐ必要があります。 
 

 治療としての抗ウイルス薬の現状

を図 5に示しました。図では未定とな

っていますが、塩野義製薬の治療薬も

申請段階になっています。治療薬の確

保も遅くなっていることは残念なこ

とです。 

 

先進的事例に学び感染対策を急ごう 

先進事例を学び感染対策を早急に

進めてもらいたいと思います。第 5波

での死者 100万人当たりの割合は全国

平均で 145.5人、東京都 227人、神奈

川 184.4人でした。鳥取県では 9.0で

した。鳥取県の対策は 1）早期検査、

2）早期入院、3）早期治療を行いまし

た。加えて感染症の専門医の養成、メ

ディカルチェックセンターを作った

こと、医者への休業補償を行ったこと、

地域のお医者さんと保健所の連携も

重要視したことが死亡者を少なくす

ることにつながりました。早期検査は

すべての要と報告しています。 

オミクロン株の流行により高齢者

の感染が増加し、150名/日を超える

死亡という数字が出てきています。

神奈川でも高齢者施設のクラスター

で 7名の方が亡くなられた方は入院

ではなく看取りという選択が取られ

ました。何としてもこの感染拡大が

高齢者への広がらないようにするこ

と、高齢者の重症化を防ぐためのワ

クチン接種の加速化が急がれていま

す。とりわけ高齢者施設職員の定期

検査や今流行の中心になっている学

校・保育園のきめ細かな感染防止対

策への支援「教職員の追加ワクチン

接種、定期検査、陽性者が出た時の

全校・園検査（寝屋川市では実施）

など検査と組み合わせた科学的対

応」が求められています。検査の拡

大はやる気になりさえすれば日本の

科学技術の水準から言えばできるは

ずです。この際重要なのは PCR検査

体制の抜本的な強化です。早い診断

ができなければ抗ウイルス剤の投与

期間が終わってしまいますし、無症

状者の社会的検査は PCRでしかでき

ません。PCR検査では先日川崎重工が

ロボットを使い 1日 2500件/1台検

査、50基稼働すると計 125000件/日

できると発表（文献 6）、していま

す。このロボット等を活用し PCR検

査を改善し、早期発見、早期治療体

制を作ってほしいと思います。更に

感染力が強いといわれる「BA・2」の

進行も想定されるなか、ワクチン・

検査・治療薬などの総合的なパッケ

ージでないとこのウイルスに対抗す

ることはできないでしょう。 

オミクロンの感染症対策で医療機

関のひっ迫を回避するとの口実で神

奈川は自ら行った検査で陽性になっ

た場合に医療にアクセスせず自主療

養（食料の援助等はない）する制度

を国に先駆けて実施し始めました。
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これは感染症対策ではありません。 

 感染症対策では発生報告と隔離と

保護は法令に定められた規則です。

医療が崩壊する、保健所が対応でき

ないとして法解釈を緩めるのは法令

違反といえます。 

「みなし陽性者」の体調の急変時、

頼る先のない「医療難民」を生まない

よう、政府、自治体の覚悟が求められ

ています。 

 

謝辞  

とりまとめに当たり貴重なご意見

をいただいた赤堀正光様に感謝いた

します。 
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ジクスト(日本科学技術情報センター)と日本の科学技術情報政策(上) 

  
神奈川県異業種連携協議会 

  専務理事  芝 忠 

 
今から 40年前、長洲知事が「神奈

川を頭脳センターへ」という構想の

もと、神奈川県工業試験所内に「技

術情報センター」を設置することと

なり、当時、工業試験所に勤めてい

た私は、商工協議会という労働組合

機関紙に「科学技術情報活動をめぐ

る社会的経済的背景」を 11回にわた

って連載、日本の情報活動の一端を

分析しようと試みました。本誌 14号

に掲載された「対話のための図書

館、図書館のための対話(3)」に林さ

んから紹介されていますので、改め

て読み直してみたところ戦後日本の

科学技術情報活動の出発点を理解す

るうえで、現在でも参考になると考

え、当時、ガリバン刷りのニュース

をワープロで打ち直してみました。

商工協議会はいわゆる「本部—支部－

分会」という通常の組合組織が職員

の賃金などの労働条件改善を主眼と

した運動を展開していたのとは異な

り、商工部局内の人事政策や行政施

策の「民主化」を目的とした団体

で、東京や大阪などと一緒に「中小

企業大運動」も展開した組織です。

同様な組織は、労働協議会や農政協

議会などありましたが、商工協議会

が県職労の中でも最も活発な活動を

展開した組織でした。 

 1980年、「技術情報センター」予算

が 2月県議会に上程され、具体的な

業務内容・組織などが初めて論議の

遡上にのぼったので、「そもそも情報

活動とは何か?」を協議会として取り

上げたものです。当時は個人名では

発表されておりませんでしたが、ご

意見があればお答えします。 

            

１ 第二次世界大戦と情報活動 

 今や世界でも有数な情報センター

として評価されている日本科学技術

情報センター(JICST)が、今から 20

年前(1960年ころ)に発行していた月

刊「JICST」誌をひもとくと、1950年

代から 60年代へかけての世界の情報

活動の流れが書かれています。情報

活動の元祖は図書館です。図書館と

いうものは古くからありましたが、

「どこにどのような本があるのか」

という図書単位の整理の仕方から

「どの論文がどこにあるのか」とい

う論文単位の整理の仕方に発展した

のはそんなに古いことではなく、18

世紀後半といわれています。そして

有名なケミカル・アブストラクト(化

学関係の抄録誌)が創刊されたのが

1905年のことです。しかし情報活動

が飛躍的に発展する契機となったの

は第二次世界大戦でした。(「1960年

の情報活動」情報管理 JICST60年 12

月号) 
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①世界戦争という深刻な事態にお

いて、通信網が途絶えたときに科学

者が情報を入手するためには「共同

して」情報交換を行わねばならぬこ

とを痛感した。これがソ連、仏にお

ける総合的情報センター設立の基盤

となっている。 

②軍事研究において、研究が組織

化され、情報入手もそれにつれて

「情報専門」のスペシャリストの必

要性が認められた。 

③戦争においては個人の思考より

集団の判断が優位を占めることが実

証され、これが OR・経営管理技術と

して取り入れられた。これが研究・

企業における「情報管理」への 基

盤を形成する。 

④戦時中の暗号解読技術が、コー

ディング技術(電算機のプログラム

言語で組み立てること)の発展とな

り、電子技術のこの面への応用の基

礎が確立された。 

⑤光学技術の発展と、縮尺された

資料の利用価値が実証されたことに

よってマイクロ形式の文献複写の実

用化が促進された。 

⑥敵国の科学の調査や成果の吸収

に対する異常な要求が翻訳体制の整

備に大きく寄与した。 

⑦戦時中での国際協力の習慣が科

学・情報-----すべての分野での国際

協力を促進した。(今度のウクライナ 

を見てもうなづけます) 以上のよう

な点が指摘されていますが、戦後の

科学技術情報活動の体制を大きく変

えたのは、原子力と宇宙をめぐる米

ソの争いでした。 

 

２ 米国の科学技術独占体制の敗北 

 第二次大戦末期、すでに米ソの冷

戦は始まっており、とりわけ中国大

陸における人民解放軍の進撃(1949

年・中華人民共和国成立)は、米国に

とって日本を反共反ソのとりでとし

て重要な役割を負わせることになり

ましたが、広島・長崎に最初の原子

爆弾を落とし全世界に核兵器開発技

術の優位性を誇示した米国は、この

原子力に関する情報の保存をはかる

ために、1946年「原子力法」を制定

しました。 

ところが 49年にソ連が独自に原爆

を保有し、さらに 52年に水爆まで開

発し、米国の核独占体制が崩れると

ともに、他方では英国などが原子力

の平和利用技術の開発を行なうなど

の動きがあらわれました。そこで、

米国は国内の科学者、技術者に原子

力情報をできるだけ公開し、技術開

発体制の底上げを図ると同時に、関

係諸国にも情報を提供し、資本主義

諸国が全体として社会主義諸国に対

抗する措置をとりはじめました。51

年から原子力関係の情報の機密解除

策を取りはじめ、54年には「原子力

法」を改正し、国内的にはそれまで

原子力から締め出されていた民間大

企業にも参加の道を開くとともに、

一方、同盟国にも濃縮ウランと原子

力を供与するという政策転換を行な

ったのがそれです。同時に 55年に

は、米国原子力委員会が大幅な情報
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公開に踏み切り、「好戦的なソ連・中

国の侵略的な社会主義に対して西欧

の科学技術者を団結させ」ようとし

ました。(「日本の原子力発電」新日

本新書) 

 さらに当時、米国は日本をはじめと

する諸外国に余剰農産物を大量に供

与していましたが、この売却代金を

情報の収集活動にあてるという「農

産物通商援助法」を 54年に成立させ

ました。「農産物を国外援助国に売却

した見返り資金を海外の諸資料の収

集・目録化・索引・抄録・翻訳・製

本・複写等にあてることができる。

また、米国内の適当な機関にデポジ

ットするための費用にもあてること

ができる。」という内容で、最初の仕

事としてポーランドの文献の約 7500

頁を翻訳しました。(「1960年の情報

活動」情報管理 JICST60年 12月号) 

  こうした“積極的”な原子力政策

にも拘らず、今度は宇宙開発の面で

もソ連に一歩遅れをとることになり

ました。1957年 10月４日、ソ連が世

界で初めて人工衛星スプートニク１

号を打ち上げたのです。米国はこれ

に遅れること 3カ月、58年１月に打

ち上げたのですが、この「スプート

ニクショック」は米国民に深刻な打

撃を与えました。当時、アイゼンハ

ウアー大統領は全米向けのテレビ放

送で「科学教育の立ち遅れの克服」

を訴え、米国の科学技術政策の全面

的手直しを図りました。ドイツのグ

メリン研究所(化学系ハンドブックで

有名)の所長 E. Pietschの指摘によ

れば「科学技術の問題は、もはや単

に研究所や企業体だけの問題ではな

く一つの国の国力に関する問題とな

ってきた。たとえば、ソビエトは科

学情報の収集と普及を世界で最も組

織的に行っている国である。自由主

義諸国にとっては残念であるが、事

実として認めねばならない。ソビエ

トの科学技術の進歩の奥には、この

科学情報の組織化が大きく貢献して

いる。米国がスプートニクの立ち遅

れをとりもどすには、まず科学技術

情報の組織化を行うことが急務であ

ろう」(「情報機関はなぜ必要になっ

たか」情報管理 JICST60年 8月号) 

 当時、米国では統一した科学技術情

報センターがなく、政府、産業界、

大学等が、独立して情報の収集、配

布を行っていましたので、ソ連の科

学情報所(現、科学技術情報研究所)

を視察した「米国の視察団の報告に

よると、この情報所の規模、内容に

驚き、米国内の情報活動のあり方に

大きな反省を与えた」といわれてい

ます。(「情報機関はなぜ必要になっ

たか」情報管理 JICST60年 8月号) 

 そこで、米国は、科学技術情報の全

国的な連絡調整機関として、国立科

学財団(NSF)を 58年に創設し、各種

助成活動を行なわせることとしたほ

か、同年１２月の大統領の科学情報

諮問委員会の特別報告「米国におけ

る科学技術情報の利用度促進につい

て」に基づき、翌 59年 NSF内に科学

情報サービス局を設置し、科学情報

審議会をおくなど、大きく手直しが
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なされました。60年当時、政府、産

業界、大学等の情報活動費は全研究

費の 5%余りと推定され、それでも、

すでに日本の全研究費の総額を上回

っている規模でした。 

こうした米国の情報政策の変化は

他の資本主義国の方針にも大きな影

響を与えました。日本の科学技術情

報センターが設立されたのは 1957年

のことでした。(以上、商工ニュース

NO131、1980.3.10) 

 

３ 日米科学協力 

 第二次世界大戦で敗北した日本

は、米国から科学技術研究活動の面

でも大きな制約を受けることになり

ました。 

早くも、終戦直後の 1945年 9月 22

日、GHQは全国の研究所・科学技術機

関に対して、1936年以後の研究企画

のリストを提出せよとか、毎月１

日、前月の研究活動の報告を提出せ

よとか命令しました。原子力研究を

禁止し、「ウラン 235及び他の放射線

同位体の大量分離に関する研究の禁

止」を指令しました。原子力研究の

再開が認められたのは 51年サンフラ

ンシスコ講和条約以後で、日本放射

線同位元素協会(=学会)が発足したの

はようやく 54年のことで、米国の原

子力法が改正された年でした。(大

沼・藤井・加藤「戦後日本の科学者 

運動史(上下)」青木書店、75年)(黒

沢・岩崎・三嶋「第二次大戦後の日

本の科学技術情報活動」情報管理)  

 

(1) MSA協定 

 さて朝鮮戦争(50年―53年)終了後

の日本は特需景気が去るとともに景

気のテコ入れのために米国からの対

外援助を受け入れ、同時に MSA協定

を結びました。 

この協定(日本国とアメリカ合衆国

との間の相互防衛援助協定)の付属文

書 Aには、「日本国の防衛生産の諸工

業に情報を提供し
．．．．．．

及びその諸工業の

技術者の訓練を促進することを、他

の条件の許す範囲内で、できるだけ

考慮するものとする」と明記されて

います。(傍点は引用者、以下同じ)

この頃より日本の産業は本格的復興

期に入りました。 

さらにこの交渉を行った「池田・

ロバートソン会談」の中で、日本の

防衛体制をつくる上で 4つの障害の

一つとして「占領 8年にわたって日

本人はいかなることが起こっても武

器をとるべきでないとの教育
．．

をもっ

ともよく受けたのは防衛の任にまず

つかなければならない青少年であっ

た」ことを指摘し、「会談当事者は日

本国民の防衛に対する責任感を増大

させるような日本の空気を助長する

ことがもっとも重要であることに同

意した。日本政府は、教育および広
．．．．．．

報
．
によって日本に愛国心と自衛のた

めの自発的精神が成長するような空

気を助長することに第一の責任をも

つものである」と合意されました。

これ以後、米国の対日攻勢はイデオ

ロギー面にも強くあらわれました。 
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(2)対日攻勢強化と新安保 

 それは 59年に米議会に提出された

コンロン報告(対外援助の効果を監察

した文書で極東地域をまとめたもの)

でも「日米同盟はまだ比較的底が浅

い。それは危険の多い時代に同盟を

支えるのに必要な種類の知識的・政

治的・文化的根拠を持っていない」

と断定し「政権にある政府とつきあ

うだけではもはや充分ではない。ひ

とつの社会で手の届くかぎりの人々

と“つきあう”ことなしには、日本

では『成功にほど遠い』と言ってい

ます。さらに米上院で新安保条約の

審議を行った際、ハンフリー議員が

「もし我々が安全保障体制というも

のを単に軍事力のみならず、経済・
．．．

文化・科学・政治上
．．．．．．．．．

の力にも関係あ

るものとしてみるならば-----」とも

発言しております。ですから、60

年、国民の大多数の反対を押し切っ

て改訂された新安保条約第 2条、い

わゆる「経済協力条項」で「締約国

は、その自由な諸制度を強化するこ

とにより、これらの制度の基礎をな

す原則の理解を促進することによ

り、並びに安定及び福祉の条件を助

長することによって平和的かつ友好

的な国際関係の一層の発展に貢献す

る。締約国はその国際経済政策にお

ける食い違いを除くことに努め、ま

た両国の間の経済協力を促進する」

と明記されました。これに基づき 61

年 6月の池田ケネディ会談で貿易・

文化教育および科学の日米委員会の

設置を決めたのです。 

(3)情報交換部会 

 第 1回の日米科学協力委員会は 61

年 12月、東京で開催されました。そ

して①科学研究者の交流、②科学技

術に関する情報・資料の交換、③特

定の科学分野における共同研究の奨

励、が合意され、他の専門部会とと

もに「情報交換部会」が設置されま

した。この部会は 63年 6月に「科学

技術情報抄録専門家会議」(東京)、

64年 4月に「機械翻訳セミナー」(東

京)、65年 3月に「1次刊行物編集者

会議」(東京)、70年 11月に「国際情

報システムの関連性に関するセミナ

ー」(ワシントン)という特別会合を

持ち、日米両国の情報活動の検討を

行っています。こうした情報問題で

の 2国間のやりとりは米国自身にと

っても珍しく、63年の抄録専門会議

で米側の議長コンラッドは「2カ国双

方の抄録ならびに索引関係の専門家

すべてにお集まりいただいて詳細な

両国の相互協力について細かい検討

を加える会議としては、最初のもの

ではないかと思います」と述べてい

ます。(学術月報 63年 10月号)  

日本が米国以外に２国間の情報協

力協定を結んだのは 68年韓国が最初

で、日米協定より 7年後のことで

す。 

 

(4)日米同盟に一役 

 米国側の関心は、特殊文字
．．．．

である

日本語の科学技術論文や社会思想を

どのようにして理解するのかという

点で、英文の抄録をつけることを義
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務付けよとか、機械による翻訳技術

の開発促進などを強調しています。

日本における自然科学関係の第 1次

定期刊行物のうち欧文抄録を併記し

ているのは「30%にすぎず」(抄録会

議)、「日本文で記述された論文の表

題および抄録を付けることが望まし

い。この抄録は原著者が書き、編集

者が校閲したものであるべきであ

る」(1次刊行物会議)「また論文それ

自体は、日本文であっても表および

図面については、欧文の表題及び用

語の欧文訳をつけることが望まし

い」(同前)。こうした方針は現在各

学協会で広範にとられています。 

なお 61年から 75年の 15年間に及

ぶ日米科学協力事業をまとめた報告

書(曽田「日米科学協力事業 15年間

の実績分析」学術月報 78年 2月号)

によれば、625件の協力事業のうち、

最も多いのが「医学・生物学など人

間の生物学的側面の理解を目指す研

究(Human Biology)で 25%。次いで

「植物学・動物学・一般生物学・農

学・食糧科学を含む」(Biology)と

「天文学・気象学・海洋学・地質学

を含む」(Earth/Space)がともに 18%

ずつ。「材料科学・宇宙工学・コンピ

ュータ・情報及び管理を含む」

(Engineering/Technology)は 15%。

「物理学」(Physics)10%。「化学］

(Chemistry)8%などとなっています。

この 15年間は米国にとってベトナム

での“大戦争”を遂行していたわけ

ですから「これらのテーマをさらに

内容的に検討してみると、それは日

本における科学発展の内的要求とし

てではなく、アメリカにおける科学

研究の不十分な側面、すなわち東南

アジア的地域性を有する諸問題の解

明にあることはただちに明らかとな

るのであり-----。したがって、その

つながりは間接的であるとはいえ、

日米科学協力がアメリカのアジア侵

略政策と一体のものであることは否

定できないであろう。(曽田「日米科

学協力事業 15年間の実績分析」学術

月報 78年 2月号)という指摘もうな

ずけます。さらに新安保条約に基づ

く「地位協定」で気象・地震・津波

などの観測データを米軍へ提供する

ことを義務付けられていますので、

日本の科学技術情報活動は深いとこ

ろで政治的、軍事的に日米同盟の基

盤づくりに一役買っているといえま

しょう。(以上、商工ニュース

NO133、1980.3.21) 

 

４ 日本科学技術情報センターと産

業界 

(1)情報活動と生産技術 

 全世界で発生する科学技術情報量

は公表された文献情報=科学技術雑誌

の記事、特許技術報告書、学位論

文、会議資料等に限っても「年間 400

万件」といわれています。昔はこの

情報量が 15年で倍増するといわれて

いたのですが、最近は 10年で倍増す

る速度です。こうなると情報の氾濫

であって、この中から適確な情報を

探し出すことと、重複研究を避ける

ことが重要となってきます。この重
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複研究は日本のデータで 4割くら

い、米国でも 1割というデータがで

ています。(情報管理 79年 6月号) 

また、情報量の増加と産業活動指

数は相関関係にあり、科学技術者の

増加率とも一致しています。このこ

とから「今後の生産工場において、

研究投資の果たす役割が大きくなり

それに伴う科学技術者の増加を通じ

て、経済成長と情報発表量が密接に

関係しあう」(JICST60年 6月号)わけ

です。つまり、科学技術に支えられ

た現代の生産技術は、別の観点から

いえば科学技術の情報量を如何にコ

ントロールするのか(情報の生産・流

通・利用)が企業の存続に関係するわ

けです。 

日本科学技術情報センター(JICST)

が設立されたのは 1957年(昭和 32

年)8月、日本経済が朝鮮特需ブーム

による戦後の復興を成し遂げ、いよ

いよ本格的な発展をしようとする頃

であり、また、石炭から石油へとエ

ネルギー政策を転換する時期でもあ

りました。 

 

(2)日本科学技術情報センターの設立 

 JICST設立前年の 5月に科学技術庁

が設置されていますが、同庁の最初

の重大案件がこの情報センター設立

の案件だったというわけ(日本科学技

術情報センター10年史)で同庁の諮問

機関である科学技術審議会に科学技

術情報部会が設けられたのは同年 8

月のことです。 

産業界でも経済団体連合会の中に

ある産業技術委員会が中心となっ

て、情報センターの「早期設立」を

政府に要求しました。 

日本科学技術情報センター法案が

国会にかかったとき、主に問題とな

ったのは次の 4点です。(日本科学技

術情報センター10年史) 

第一は法案の第一条に「日本科学

技術情報センターは、わが国におけ

る科学技術情報に関する中枢的機関

として、内外の科学、技術、情報を

迅速かつ適確に提供することによ

り、わが国の科学技術の振興に寄与

することを目的とする」とありなが

ら、第二条においては「科学技術の

情報とは、自然科学を基礎とする技

術に関する情報をいい、当該技術に

直接関係する自然科学に関する情報

を含むものとする」と定義されてい

るので狭いという批判が続出、衆議

院で「科学技術(人文科学に係るもの

を除く)に関する.情報をいう」と修

正されました。 

第二は情報センターの予算が政府

補助金と事業収入の二本建てとなっ

ており、いったいそのような事業収

入が見込み通りあがるのかどうかが

心配されたのです。また、将来、利

益がでれば出資者に配分することに

なっており、利益追求を行いすぎる

と公共性を欠くおそれがあるという

ものです。 

第三は利用者が大企業ばかりにな

らないようにという意見で、工試(工

業試験所)の情報センターでも同様な

意見が出ており、大変興味のあると
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ころです。 

第四は、国会図書館が多くの自然

科学系図書、雑誌を集めており、

JICSTなどつくらないで、国会図書館

にやらせたらという意見とか、その

調整をどうするのかということで

す。   

この第一と第四の問題は、その後

の日本の科学技術情報活動が大別し

て二系列となったことと深くからみ

あっています。つまり、人文社会科

学系列を除いた科学技術庁=JICSTの

系列、これは産業界が強く要求した

ところです。これに対して、人文・

社会科学系も含めた大学=文部省とい

う系列・これは現在「学術情報シス

テム」と称され、JICSTとは異なる独

自のネットワークを組んでいます。

おそらくその背景には、戦後の民主

化の過程でつくられた日本学術会議

を骨抜きにしようとして政府・産業

界がつくった科学技術会議と日本学

術会議の対立、大学人と官僚・産業

人との深い対立意識があり、資料の

活用の視点が異なるとかという理由

でなく、昭和 30年(1955)の日本経済

の本格的発展期において、企業に役

立つ科学技術情報を提供する機関を

緊急に欲しがった産業界がこの情報

センター構想を遮二無二推進させて

いったことがわが国に二系列の情報

システムを生みだした遠因となった

のでしょう。 

 

(3)外国技術の導入 

 それでは産業界はどのような情報

を欲しかったのでしょうか。それは

「日本の産業界がいっせいに外国技

術の導入を必要とし、高度経済成長

への第一歩を踏み出した事情もあっ

て総合的な情報センターの必要性が

各界に認識された」(阿部「科学技術

情報の手引き」日経文庫)といわれて

います。 

日本の技術導入の歴史は経済の

好、不況と密接に関係しており(中村

静治「戦後日本経済と技術発展」)、

戦後、第一のピークは朝鮮特需ブ―

ムのとき(51年～53年)、第二のピー

クがこの情報ンター設立の 56年と 57

年、また、第三のピークが 59年～64

年になります。  

つまり、諸外国に立ち遅れた日本

が急速に生産設備を更新し、新しい

生産技術を導入するために、外国文

献なかんずく米国の技術動向資料が

欲しかったのであり、他社に比較し

て如何に早く新技術を導入するのか

が当時の大部分の経営者の感覚だっ

たのです。そこに JICSTの主要な任

務があったと言えましょう。 

ところで JICSTの文献抄録件数や

情報部員の配置を業種別にみると化

学部門が圧倒的に多く、次いで機

械、電気となっています。また外国

特許速報も最初、米、英、西独の電

気・機械・化学の三部門を発行した

のですが、電気・機械の売れ行きが

悪く、1年で中止し、化学部門のみと

なり現在至っています。(但し 67年

から米国のみ電気を収集) 

技術導入件数は 49年から 62年で
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約 4千件の導入(甲乙両種)を行って

いますが、うち化学工業・石油関係

がトップで 23.7%、機械・輸送機械が

19.4%、電気機械は 12.7%となってお

り、また科学技術庁の調査によると

53年～61年の大手企業の研究費と技

術導入費の総投資額はいずれも化学

工業関係が多く、機械・電気との比

較で二倍程度となっています。(科学

技術白書昭和 39年版)ちなみに、日

本の石油化学の主要製品が国内で初

めて企業化された時期は 57年(JICST

設立年)にポリスチレンなど 3件、58

年にエチレンなど 7件、59年スチレ

ンモノマーなど 4件。60年パラキシ

レンなど 4件などとなっており、奇

しくも 57年以前はありません。(岩

崎「化学業界」産業界シリーズ、教

育社)これは昭和 30年(1955)代が石

油化学へ転換した「大転換時代」で

あって、石油化学工業の有力工場が

次々と建設されていった時代とも一

致しています。 

さらに JICST設立を推進した産業

界のメンバーに経団連産業対策技術

委員長池田亀三郎三菱油化社長、科

学技術審議会情報部会長中原延平東

亜燃料社長、JICST顧問原安三郎日本

化薬社長(日本化学工業協会会長)

ら、化学工業界出身者が多いのも特

徴的です。もともと化学関係の論文

発表数は国際的にみても非常に多

く、また JICSTが最初から米国の有

力抄録機関のケミカル・アブストラ

クトを取り込んでいるので、必然的

に情報量は多くなっているわけです

が、単にそれだけの理由からではな

く、おそらく、当時化学工業界が

JICSTのような機関を最も必要とし、

また設立後、最もよく利用していた

と言えるのではないでしょうか。

JICSTの発行している科学技術文献速

報の 1962年度購読者分布をみると民

間企業の中でやはり化学工業がトッ

プで 48%となっており、このことを裏

付けています。“JICSTは化学ととも

にあり”のようです。(以上､商工ニ

ュース NO135、1980.3.31) 

 

５ 政府の情報政策Ⅰ----1 号答申と

原子力情報 

(1)ジクストの要望をいれた 1号答申 

 1960年(昭和 35年)10月、科学技

術会議は諮問第 1号答申「10年後を

目標とする科学技術振興方策」を発

表しました。この「答申」はいわゆ

る所得倍増計画の科学技術版で、中

心は研究投資の大幅増額と科学技術

者の増員計画を政府に勧告したもの

でした。 

「答申」は①人材の養成②研究活

動の拡充整備③情報流通、国際交流

および普及に関する活動の促進と強

化④制度の改善、についてそれぞれ

方策を述べていますが、情報問題が

入ったことに関して、「これは国とし

て、はじめてこの中に科学技術情報

活動を策定したもので、画期的なも

のであった」と、「日本科学技術情報

センター10年史」では評価されてい

ます。実は、この「答申」の背景に

は科学技術庁計画局の情報担当官グ
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ループとジクスト側との「緊密なる

コンタクト」があって、ジクストが

57年発足して以来の 4年間、つまり

ジクスト自身の第 1期拡充計画(57年

～60年)の総括を行い、第 2期拡充 5

ケ年計画(61年～65年)が立案されて

いましたが、その内容をそのまま

「答申」に盛り込んだものです。何

しろ「答申」が発表されたのが 60年

10月 4日で、ジクストの第 2期拡充

計画が設定されたのは、これより早

い同年 9月 1日のことです。それな

のにその計画が「この答申第 1号の

趣旨に沿うよう」(10年史)たてられ

た、と言っているのですから「答

申」が如何にジクスト側の要望を受

け入れていたのかが推測されます。 

(2)ジクストの総括不十分さ指摘 

 この情報官グループは科学技術会

議が 59年 2月に設置されたのと同時

に「情報活動に関する基本政策の策

定および推進」(梅原「科学技術情報

活動の強化に関する方策」情報管理

66年 8月号)のために計画局に設けら

れたものです。総括ではジクストが

「発足以来３ケ年経過した情報機関

にもかかわらず、設立後２０年の歴

史をもつフランスの国立科学研究セ

ンターのドキュメンテーションセン

ター(CNRS)と比肩するに至った」(10

年史)と自画自賛し、しかし、なお不

十分な点があると、５点指摘をして

います。①対象分野の限定②情報収

集の貧困③情報蓄積の不備④国内情

報にたいする体制の不備⑤調査サー

ビスの不備、です。たとえば「対象

を鉱工業生産と結びつきの強い理工

学分野に制限したため、医学・農学

分野の基礎となり、また工業生産中

で大きいウエイトをもちつつある薬

品工業、食品工業の基礎ともなる生

物学・生化学分野がきわめて弱体で

あり、科学技術情報として不十分」

(10年史)であったのです。 

 

(3)ジクストを中枢機関に 

 「答申」では情報業務のあり方と

改善強化の方策、情報機関のあり方

と整備強化の方策、情報専門家の養

成に関する方策、の 3つを述べてい

ますが「記述が範囲としてはきわめ

て網羅的であり、また内容の点から

は啓蒙の意味をもかねて極めて説明

的-----さらには中枢的情報機関とい

うことばを 2次情報活動(注)の中心

となるべき機関としてとらえるな

ど、とくに 2次情報活動の強化に重

点をおいている」ことが特徴として

指摘されています。(梅原「科学技術

情報活動の強化に関する方策」情報

管理 66年 8月号)要するに、つくっ

たけれどもまだ不十分なる市民権の

ないジクストを日本の科学技術情報

活動の中枢機関に位置づけようとい

う計画であって、前に触れた大学・

文部省・国立国会図書館などの情報

システムづくりの動きを牽制しよう

とするものでした。 

 

(注) 

●1 次情報----研究成果として初めて公

共の場に提供される研究論文、雑誌記

事、レポート類・図書・特許文献など。 
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●2 次情報---1 次情報を加工して作成さ

れた目録、索引、抄録等。 

●3 次情報---1 次を総合し濃縮し再編成

した総説・レビュー等。 

  (答申「今後における学術情報システム

のあり方について」1980 年 1 月 29日学

術審議会第 23 号答申から要約) 

 

(4)克服されていないイビツな性格 

 しかしこのジクストは設立当初か

ら産業界の要求に応えるためにイビ

ツな性格をもっていたため「諸外国

においては、自国内の情報に関する

情報活動をまず重点的に行うもので

あるが、わが国は言語の問題及び当

時の遅れた科学技術態勢を急速に振

興させるため先進国の最新情報を処

理することを優先したことと、すで

に国内において一部ではあるが相当

な歴史をもった抄録誌の発行を目的

として機関もあり、これらの活動を

圧迫する恐れもあったので、国内情

報の処理を始めることを差しひかえ

ていた」(10年史)と自ら認めていた

問題点は、現在にいたってもまだ根

本的には克服されていません。 

なお日米科学協力事業は、この

「答申」の国際交流促進の方針の具

体化とも言えます。 

(5)原子力開発、急速な体制づくり 

 この前後で重要なことは 61年４月

よりジクストの文献速報として「原

子力抄録・アイソトープ・放射線利

用編」が刊行されたことです。 

 54年から 56年にかけて、原子力ブ

ームがおこり、55年に原子力基本法

制定、56年原子力委員会と原子力研

究所が設置され、産業界も 5つの原

子力研究グループを結成しました。

当時原子力発電の安全性、採算性が

十分解明されていなかった段階で

「基礎研究から出発して自主的民主

的に原子力研究を育成していこうと

していた日本学術会議原子核特別委

員会(朝永振一郎委員長)に結集して

いた物理学者たちと、ひたすら先進
．．

国の情報
．．．．

によって一日も早く原子力

技術の移植を実現したいとする産業

界との対立」(中島・安斉「日本の原

子力発電」新日本文庫)を押し切っ

て、政府は英国のコールダー・ホー

ル型原子炉の導入を取り決めまし

た。さらに 61年２月「原子力開発利

用長期計画(20年計画)」の策定を行

い、東海発電所の建設をおこなった

のです。1号答申では重要技術の第一

課題に原子力開発があげられていま

すが、ジクストはこうした動きに対

応して、原子力関係の資料収集を強

化し、60年から開始された米国を中

心にした各国原子力委員会のレポー

ト類は 6年間で累計３万余件にのぼ

り、外国雑誌は 146誌の収集(65年当

時)、抄録協力者は 466人と化学部門

と同数、全協力者の 6分の 1を投入

(66年当時)するなど急速な体制整備

を図りました。このため、抄録作成

件数は 61年 3,695、62年 6,840、63

年 11,245件と急上昇し、編別では、

化学・機械・電気・物理には及びま

せんが、土木・建築・金属と肩を並

べるに至りました。 

 



33 
 

(6)業界動向を忠実に反映 

 そのほか、前述したジクスト資料

の弱点として指摘された薬品・食品

関係については、戦後、肥料から再

開された化学工業が、プラスチック

ス・合繊原料・合成ゴムなどの素材

型製品、さらには医薬品などの加工

製品に徐々に主力を移しつつあり、

食品と並んでこうした「日常消費物

資の生産部門にまで外国技術の導入

が盛んになったことが、この期(62年

～65年)の特徴にある」(中村「戦後

日本経済と技術発展」日本評論社)と

いえましょう。なお、69年に「食品

工業技術情報」(農林省監修)が発刊

されています。(以上、商工ニュース

No136、1980年 4月１日) 

 

 

芝 忠 （しば ただし） 

1942 年東京都生まれ。1966 年東京都

立大学工学部卒業して、すぐ神奈川県

庁に入り、旧工業試験所で研究及び技

術支援業務に携わった。1976 年頃か

ら異業種交流を手掛け、1984年に神奈

川県異業種グループ連絡会議(異グ

連)を結成して以来事務局を継続して

担当。現在イグレン専務理事。 

 

  

 

県職労「商工協議会ニュース」に 1980 年 3 月 10 日から 6月 18 日にわたって、 

「科学技術情報活動をめぐる社会的経済的背景」が掲載された。 
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基本に戻ろう 企業経営 ６ 

具体的５S の実践 １ ５S を見直そう 

神奈川異業種連携協議会 

理事 加藤文男 

 
改めて５Sを見直す 

 日本の大企業において、現在５S に

特に力を入れて実践している旨を説

明する会社は少なくなった。実践はし

ているが、「５Sをやっています」と特

に強調する会社はなくなった。 

これは、５S が必要なくなったので

はなく、５S といわなくても５S を理

解し、それを実践できるようになった

ので取り上げなくなったといった方

が適切であろう。５S は不要になった

のではなく、全体のレベルが上がり、

５S を言う必要がなくなったのである。 

  

ところが現実は、大企業でも全社レ

ベルではなく、問題のあった部門ごと

に気づいた部門長が短期間キャンペ

ーンをするなどで地道に実践されて

いる。５Sは、「品質管理の基本」と言

われるようにすべての管理活動の基

本として「経営の基本」とも言われる。

しかし、経営トップを含めて重要性を

理解して強調してもどうしても惰性

に走りがちになることは避けられな

い。人間である以上、同じことを緊張

して継続することが難しく、従業員に

気持ちのゆるみが出てくる。 

大企業では、社内の機関誌で２年に

一度とか３年に一度、定期的に５S の

重要性を強調して特集を組んで組織

に刺激を与え、マンネリ化を防止して

いる。 

マンネリ化は５S に限らず、経営活

動全般に言えることである。当機関誌

では、中小企業経営者のために「基本

に戻ろう 企業経営」として毎号「現

場力の再構築をめざして」シリーズを

組んできた。 

第 14 号において５S を取り上げた

が、改めて５Sを見直してみたい。 

 

１ ５S はなぜ必要か 

（１）５Ｓの目的 

先ず、５Sの目的から考えてみたい。

そのために５Ｓの実行されていなか

った極端な職場を考えてみる。わかり

やすい例として、まったく清掃する習

慣の確立していなかった、部品を組み

立て、配線し、製造していた初期の工

場を想定してみる。生産ラインの近く

には、部品を包装梱包していた紙が床

に落ちたまま放置されている。しばら

く清掃していないために外部から侵

入したチリやほこりが作業台の上に

シリーズ： 現場力の再構築を目指して 
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積もってくる。このような職場では作

業者が仕事中に部品を床に落として

もすぐに見つからない。探すのに時間

がかかる。部品が落ちていても誰も気

が付かない。 

あまりよく清掃されていない工場

では、モーターの周辺やその床下は漏

れた油と積もったほこりでいつも黒

く汚れていた。このような工場では、

モーターからオイル漏れが発生して

も誰も気づかない。オイル漏れがひど

くなってモーターが故障して働かな

くなってはじめて大きな問題となる。 

いずれも戦後の復興の混乱期に日

本の各地にみられた多くの会社の姿

である。 

 

 ５Ｓが徹底されている職場であれ

ば、いつも美しく清掃された床に小さ

な部品が落ちていればすぐに見つか

る。誤って小さな部品を落としてもす

ぐに見つけることができる。いつも清

掃されている職場では、古くなったモ

ーターからオイルが一摘漏れても直

ちに発見でき、故障する前に原因を調

べ、修理できるので大事に至らずに済

む。現在の日本のほとんどの製造業の

現実である。 

このように５Ｓができていれば、ち

ょっとした異常があればすぐに気が

付き、見つけることができる。５Ｓの

目的は、共通的な言葉で表現すれば、

異常の気づきや異常の発見、つまり、

企業や工場内で発生している「問題」

に気づき、「問題」を発見できることで

ある。 

（２）５Sの効用 

５Ｓを実践し、定着すれば、生産や

業務の小さな変化の検知がしやすく

なる。これらの異常が放置されれば、

品質低下や不良品の発生に結びつく

ことが多い。歩留まりを悪くする原因

となり、これが納期遅れとなり、取引

先からの信用を失墜する。 

５Ｓの実践は、作業におけるムダ・

ムラ・ムリを省くことができ、歩留ま

りを向上させ、必要な原材料、部品、

工具等の探す時間が少なくなり作業

の効率を向上させる。人員の節減や有

効活用を図り、会社全体のマネジメン

ト力の向上が図ることができる。 

事務所では、整理、整頓が徹底され、

必要なファイルの所在が明確で書類

を捜し出しやすくなり、効率よく仕事

が処理できるようになる。職場が美し

く清掃数売ることが徹底し、社員の身

なりも清潔になり、全社員への躾が徹

底し、機密保持にも効果があらわれる。 

安全の確保や、故障の減少、品質の

向上、納期の確保、リードタイムの短

縮といった具体的な効果が表れる。お

客様が製造現場を見て、安心して注文

を出せる工場としてアピールできる

ために販売の拡大と利益の増大に結

び付けることができる。５Ｓの徹底し

た工場は営業担当者にとって自信を

持って案内できるショールームとな

るのだ。 

 

このように５Ｓがきっちり行われ

ていれば、社内が管理された状態にあ

るかどうかすぐにわかる。問題が発生
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すれば、問題に気付き、問題が発見で

きれば直ちに改善することができる

と共にこれらの効用が相俟って、社員

の自主性が向上し、社員のモラルが向

上する。 

 ５Ｓの徹底は、「問題の発見」や「問

題の気づき」となり、これが改善に結

びつき、「企業の利益の向上」という効

用も期待できる。 

 ５S の徹底していない会社では、経

営トップの方針も徹底しない。決めご

とが守られず、すべてのことがルーズ

になる。製造工場においては、品質ト

ラブルが発生や納期遅れが発生だけ

でなく、思いがけない怪我や事故が発

生する。技術部門では、同業他社より

も固有技術のレベルが低下してくる。

人間関係も円滑でなくなり、従業員の

不満が高まるなど問題が発生する。 

 

２ ５S を知らない社員はいない 

整理、整頓、清掃、清潔、躾は、そ

れぞれ難しい言葉ではない。整理・整

頓・清掃などは、幼稚園の頃から遊ん

だおもちゃの後片付けなど意味を理

解できない時から親からも何度も聞

かされている。会社に入社してからは

これが「５S」として説明される。毎年

の新入社員教育では、必ず５S（整理、

整頓、清掃、清潔、躾）の重要性とこ

れらの頭文字の Sをとって「５S活動」

としている説明がある。 

入社して数年もすれば、５S に関し

て色々な経験をする。今は他部署へ異

動になってしまったが「外部の研修を

受けてきた上司が５Sを導入した」、現

在注文が少なくなって厳しいフォロ

ーがないけれども「新しい仕事を受注

するに当たり、親会社から５S の実践

が条件で始めたことがある」などであ

る。５S 自体は、良い習慣であり、決

して無駄な活動ではないので現在で

も継続しており、５S のスローガンや

ポスターが残されている。 

このように新卒社員は別として多

くの社員は５Sを経験し、「知らない社

員はいない」と言ってよい。 

 

３ あたりまえだが高いレベルを維

持することがむずかしい 

 このように５S は、どの会社でも当

たり前になってしまったが問題がな

いわけではない。５S を知らない社員

はいないと言われるがその高いレベ

ルを維持することは結構難しい。経営

トップも気が付かない間にそのレベ

ルが低下していることがある。 

いくつかの事例を見てみる。 

（１）部門間でバラツキがある 

日本の会社では、５S は、当然のこ

とであり、当たり前のこととして理解

されている。５S をあえて強調しない

優良企業もあることは既に述べた。し

かし、全ての部門で実行し、徹底され

ているわけではない。 

製造業では、組立、配線作業で製品

を製造する部門では、作業場が整理、

整頓、清掃などは実に分かり易い。実

践されていなければ、部品や治工具が

乱雑になっており、目で見てすぐわか

る。作業環境の乱れは、不良率の上昇

などに影響が出る。原材料倉庫や製品
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倉庫では、製品が整然と積み重ねてい

なければ、材料や部品がどこにあるか

わからず、探し出すのに時間がかかる。

従って５Sの実践はしやすい。 

一方、５S は製造部門がやることと

して、事務部門は軽視する傾向もある。

総務部門や営業部門など事務部門で

は、ロッカーにならぶ分厚いファイル

類は、背表紙を揃えておけば、一見５

S ができているような錯覚に陥る。し

かし、ファイルの中の整理、整頓が徹

底しているかどうかは見えない。必要

な書類を見つけ出すまで時間を要し

ても、外部との折衝などで忙しいこと

を理由に上手に言い訳でその場はし

のげる。営業社員は言い訳も上手であ

る。 

このように５S は会社にとって当た

り前のことになっているはずである

が部門間のバラツキが大きいのが実

態である。 

（２）マンネリ化しやすい 

 少し歴史のある会社では、既に５Ｓ

について気の利いた先輩がいてすで

に実施した経験があるところがほと

んどである。しかし、ある程度実践し

てみてマンネリ化して５S をきっちり

実践することが忘れ去られている会

社もある。厳しい上司が転勤で異動す

るとこの傾向が表れる。 

 

会社の中で次のような事例は起き

ていないだろうか。 

社外からの小さな苦情に従来は直

ちに反応して、原因の分析と対策が回

答された。しかし、現在は、回答が作

られるまで二日、三日と次第に時間が

かかるようになった。従来ルール通り

に整理し、ファイリングされていたが

次第にルーズになり、知りたい書類を

探すのに時間がかかるようになった。

問題の解決も遅れがちになり、先方か

ら要求されるまで回答書の作成が忘

れ去られることが発生する。これらの

小さな変化には誰も気が付かない。 

 このようにマンネリ化は、気づかな

いうちに進行する。マンネリ化とは、

小さな変化に気づかなくなることで

ある。 

（３）組織では人が入れ替わる 

たいていの会社では毎年のように

新人が入る。従来、新入社員教育が徹

底されてから配属されたが、順調に伸

びている会社ほど、新人もすぐに現場

で戦力として使いたい。いつの間にか

現場に合わせてＯＪＴで自分たちが

やるからと経営方針さえも指導され

ずに配属されることもある。これが当

たり前となり、５S など当然理解して

いる筈と言う前提できっちりした教

育がなされない５Ｓをよく知らない

メンバーに入れ替わっている。現実は

表面的な知識だけで真の目的や実践

方法を理解していない社員が多くな

っている。 

（４）隠れた５S 反対者の存在 

 ５S に限ったことではないが、どこ

の組織にも新しい考え方や制度の導

入に素直に対応できない者がいる。新

しいことが嫌いで無視する存在であ

る。５S のキックオフをすることを発

表してもお客さんとの約束を急に入
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れたりして、参加をしない者がいる。

後日、上司が説明しても協力する姿勢

を示さない。このような隠れた変わり

者には、時折これに同調するものがい

る。その方が何かと楽なことが多いか

らである。 

こうして最初に経営トップが予定

していたほど５S の徹底もなく、次第

に緩んでくる。 

  

４ ５S のレベルの見直しを 

 既に多くの会社では５S は相当実践

しており、既に述べたように５S は、

経営の基本として言い古された言葉

である。５S は、相当実践し、徹底し

たつもりでもマンネリ化は避けられ

ない。そして、その徹底が次第に緩ん

でくる。 

従って、これを機会にしてそれぞれ

の立場で見直してみることをお勧め

する。社長であれば会社全体でレベル

差がないか。部門長であれば自分の部

門の実践具合をそれぞれの立場でじ

っくり観察したいものである。 

判断の方法の一つとして、次の観点

からの確認や見直しも必要である。 

最近、大きな事故の発生はなかった

か。退社した社員はいないか。社外か

らの品質に関する苦情は増える傾向

はないか。指示したことが想定した日

程で実施され、報告が来ているか。社

員全員が、意欲をもって毎日仕事に打

ち込めているか。 

 

 十分な５S ができていればそれでよ

い。社内に何か小さな変化が見つかれ

ば、何か大きな変化の前の兆候かもし

れない。もし、観察した上で変化を観

察できれば、５Ｓの見直しをしてみる

ことである。 

 

（１）三現主義の観点で確かめる 

三現主義とは、何か問題が発生した

ときには、直ちに現場にかけつける。

そして、現場で直接現物を見て、現実

に発生していることを確かめること

である。 

部下から報告を受けることも大事

であるがその際、まず現場に行って確

かめることである。報告された内容が

現場で発生していることに違いがあ

る場合も以外に多い。現場へ出かけて

直接現物を確かめると新しいことを

発見することがある。 

経営トップの期待するレベルと現

実に現場に出かけて直接現物を見て、

現実を確かめることは新しい別の問

題を発見できるチャンスにもなる。特

に生産現場においては、長年の経験が

少しの変化から、異常を発見し、大きな

問題になることを防止した例は多い。 

幹部になれば、ちょっとした現象の

変化に気づき、素早い判断で効率の良

い原因の追及で対応が可能である。経

験が大きく生きる場合がある。貴重な

経験を若い社員や技術者に伝承し、隠

れた原因を見つけ出すことに活かす

ことが大切である。 

毎日工場を見ている担当者は、見慣

れてしまって少しずつ変化して乱れ

てゆく様子に気がつかない。５S を導

入してしばらくすると自分の工場は
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「整理、整頓は十分できている」と勘

違いしてしまう。時折、５S を実践す

る他社の様子を訪問観察する機会を

持て自社のレベルがどの程度なのか

客観的に評価できる目を養いたい。 

５S も、報告を受けた際にランダム

にサンプリングして三現主義を実践

してみることである。部門ごとのばら

つきやいい加減な対応で済まそうと

する部下を発見することができる。 

（２）マンネリ化を防止するために 

５Ｓは、いつの間にか社長が期待す

るレベルから離れて、常識としての程

度の低いレベルに落ちてしまってい

ることがある。 

 社内では、毎日終業後に床の清掃は

一通りする習慣になっている。始業前

に机の上は、気の利いた社員が拭き掃

除をしてくれる会社もある。毎年新人

が順番に当番にしている会社もある

だろう。清掃は、社員にやらせず、外

部業者に委託しているかもしれない。 

毎日社長が見る社内の床は清掃さ

れていて一見きれいに見えるので安

心してしまう。毎日特別注意してみな

いと５S のレベルが少しずつ落ちてい

ることに気が付かないことも多いの

で注意が必要である。 

（３）非協力的な社員を排除する 

経営方針の徹底が難しいことも同

じであるが社内には、5Sも「そんなに

簡単に理想的にうまくいかない」と思

っている社員がいるものだ。キックオ

フの際に出席しなかった社員に注意

が必要である。 

新しいことを始めようとすると理

由をつけてキックオフの際に欠席す

る社員がある。この種の新しいことに

非協力的な社員はどこにでもいるも

のである。欠席しやすい従業員は、出

かける機会の多い営業部門に多い。ま

ず、欠席した社員に対して上司から５

Ｓキックオフの様子をきっちり伝え

させることである。５Ｓをなんとなく

始めてしまうと全員に周知徹底され

ない。 

導入に当たっては、従業員全員の参

加の下にキックオフをする。そして、

経営トップが５Ｓ活動を開始するこ

とをできるだけ盛大に高らかに宣言

することが大切である。５Ｓについて

熱意を持って宣言しないと経営トッ

プの５Ｓに関する考え方や熱意が直

接伝わらない。 

欠席したメンバーには、別に全員集

めて経営トップから特別訓示するく

らいの配慮が欲しい。社員の中に「俺

は知らなかった」とか、「聞いていない」

ということは絶対になくしたい。この

手の社員は常にマークし、所属する部

門の責任者に徹底することが肝要で

ある。非協力的な社員を排除しないと

５Sの成功は難しい。 

（４）ムダの存在の観点で確かめる 

 社長であれ、部門長であれ、製造工

程や事務部門の人や情報の動きを丁

寧に観察すれば、ムダが見えてくるも

のである。このムダに中止を払い、こ

れをなくするには何をすれば良いか

を考える必要がある。 

 ムダを見つけるには、まず仕事や作

業の目的に照らしてみる。そして、見



40 
 

えないムダを見える形にする。仕事の

流れに着目して図解してみる。モノ作

りの作業単位を要素分解する。設備に

関しては、遊んでいる設備はないか、

止まっている設備はないかを見れば

よい。 

 

製造工場におけるムダ 

①作り過ぎのムダ 

工程間のバランスが悪く、一部の工

程では後の工程よりも作りすぎてい

ると工程途中の中間在庫として滞っ

て来る。この状態でこれらは全てムダ

である。 

②手待ちのムダ 

作りすぎとは逆にバランスが悪い

ために一部の工程の作業者が作業待

ちの状態になっている状態である。作

業者が待っている時間は全てムダで

ある。 

③運搬のムダ 

物を移動させる運搬は、できるだけ

少なくしたい。できればゼロが望まし

い。運搬の労力や時間にはコストがか

かっているからである。 

④加工そのもののムダ 

製造業では、加工する作業は、必要

欠くべからざる作業のように見える。

しかし、この加工作業はできるだけな

くしたい。加工そのものがなければ効

率はよくなる。加工そのものがムダと

いう考えからスタートする。 

⑤動作のムダ 

ひとつの作業から次の作業に移る

際にそれをつなぐ動作がある。この動

作も理想的には、ゼロが望ましい。こ

の動作は、すべてムダと考えて、排除

することを検討する。 

⑥不良を作ったムダ 

不良品を作るために要した時間と

労力はすべてムダになる。組立製造で

は、不良品を作れば手直しをするか、

分解してもう一度作り直すことにな

る。使用した部品が再び使用できずに

捨てられることになれば、その部品を

作るために要した作業時間さえすべ

てムダになる。 

⑦在庫のムダ 

原材料だけでなく製品も、在庫とし

ておいて置くだけでは、価値を生まな

い。製品を置いておくスペースは、必

要のないムダである。 

（５）ムダを排除する方法 

先に作りすぎのムダ他７種類のム

ダについて提示した。このムダをなく

するには、それぞれについてさらに具

体的に詳細に内容をリストアップす

る。そしてこのムダを本当に排除でき

ないかを分析し、なくすることを議論

する。各ムダに関係する作業工程を結

合すること、または逆に分離すること

でなくすることができないかを考え

る。工程の順番を逆にすることで解決

できないかも一つのヒントになるか

もしれない。 

 

 ５S では、常に経営トップが関心を

示さないとそのレベルが下がってし

まう。そして、５S 担当のスタッフが

趣向を凝らしながら組織全体に刺激

を与えることを継続することが肝要

である。
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３ コラム集「春夏秋冬」 その２               宮川 豊 

４ 北海道地震に遭遇して                   芝 忠 

５ 製造業の品質不正問題を考える               加藤文男 

 

理論機関誌第 9 号目次 

１ ロボット・ドローンセンターで減災防災社会に貢献      伊東 修   

石川常夫 

２ コラム集「春夏秋冬」 その３               宮川 豊 

３ ものづくり交流・製作研究会報告            芝 忠  

國重正雄 

                                    岡田 俊  

加藤文男 

４ 最近の資材購買と海外調達事情               加藤文男 

 

理論機関紙第 10 号目次 

１ 創業 100年企業を目指して                尾下浩一 

２ まんてんプロジェクト発足のころ             芝 忠 

３ イノベーションの変化と対応する企業           加藤文男 

４ 基本に戻ろう 企業経営 １               愛 賢司 

                             加藤文男 
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理論機関紙第 11 号目次 

１ 特集 新型コロナウイルスに関する特別寄稿      藤原辰史他 

２ テクニカルショウ横浜 2020 展示会報告           

３ 日本のモノづくりに何かが起こっている      芝 忠 

４ 異業種交流活動発展史（補足）              芝 忠 

５ 基本に戻ろう 企業経営 ２        加藤文男 

 

理論機関紙第 12 号目次 

１ 特集 新型コロナを乗り切ろう 

   コロナ禍における日本の文化活動状況を考察する     宮川 豊 

  新型コロナの裏で起こっていること           加藤文男 

２ 対話のための図書館 図書館のための対話（１）      林 秀明  

芝 忠 

３ 我が経営を語る 大いなるチャンスをいただいた人生   横須賀健治 

４ 「毀滅の刃（きめつのやいば）」フィーバーに寄せて     芝 忠 

５ 基本に戻ろう 企業経営３               加藤文男 

 

理論機関誌第 13 号目次 

１ 特  集 元気に生き残る企業経営を           編集担当 

２  対話のための図書館 図書館のための対話 （２）        林 秀明 

                                                        芝 忠 

３  ちょっとへんですよ アトキンソンさん            愛 賢司 

４ キングダム KINGDOMの世界                            芝 忠 

５ テクニカルショウヨコハマ 2021オンライン見本市報告    愛 賢司 

６  基本に戻ろう 企業経営４ 経営理念を作ってみよう    加藤文男  

 

理論機関誌第 14 号目次 

１ 対話のための図書館 図書館のための対話 （３）         林 秀明 

                                                        芝 忠 

２「姓」の 文化             水沼高志 

３ 鉄道輸送研究会の思い出                               芝 忠 

４ オミクロン型で終結にしたいコロナウイルス          加藤文男 

５ 基本に戻ろう 企業経営５ ５Ｓは経営の基本            加藤文男 
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編 集 後 記 

     

  2019年 12月中国武漢で始まった新型コロナウイルスは、まだ解決して 

いません。2020年 12月の世界の感染者は 8270万人、死者は 180万人で 

したが 2022年 5月末現在で感染者数、5億 2937万人を超え、死者も 

620万人を超えました。国内の感染者は 5月末で 885万人を超え、死者 

もなかなか２桁未満になりません。 

今回元静岡理工科大学物質生命学科教授惣田博士から変質を続けるオミク

ロン株の特徴と対策のご投稿をいただきました。最近は、その後遺症が隠れ

た問題となっているようです。後遺症に関する詳細なデータはまだありませ

んが「若いから感染しても大したことはない」と安心はできないようです。

更に次々と変異を繰り返す恐れもあります。 

注意を怠ることなく元気に過ごしたいものです。 

    

当機関誌も創刊以来 7年余り、第 15号になりました。毎回新しく投稿に 

ご協力いただき、バラエティに富んだ内容に変わってきております。 

 皆様の御協力に心より感謝申し上げます。 

次号第 16号は、2023年１月を発行予定しています。できるだけ広い範囲 

から自由な内容で多くの方々のご投稿を歓迎します。 

締め切りは、2022年 12月 25日です。     

加藤文男記 
 



かながわイグレン理論機関誌 
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神奈川県異業種連携協議会の沿革 

1983.2     テクニカルショウよこはま’83 に 7 異業種グループが出展 
同 上   第 1 回神奈川県異業種交流大会(産業貿易センター)に 12 グループ 70 名参加 
1983.5     「異業種グループ交流フォーラム」を 10 団体により、工業試験所技術情報セ

ンターに設置。異グ連の母体となる。 
1984.2     第 2 回神奈川県異業種交流大会(工業試験所)で、「異グ連」結成と、「全国集会」

開催を決議。270 名参加。 
1984.4.20   神奈川県異業種グループ連絡会議発足(工業試験所)23 団体参加。 
1984.9      ビッグフォーラム’84(異業種交流全国集会)2,400 名参加、県民ホール 
1988.2     異業種交流サミット´88 小田原大会 450 名(地域大会の始まり) 
1988.9    ‘85 神奈川異業種交流プラザと米沢電機工業会が広域地域間交流提携(始まり) 
1991.2     第１回日韓シンポ(横浜)(海外提携の始まり) 
1995.4     「神奈川異業種交流センター」開設 
2003.9     まんてんプロジェクト発足 
2004.2     「地域産学交流サロン川崎」発足(地域サロンの開始) 
2004.4     ㈱JASPA 設立 
同  上    異グ連 20 周年記念行事、国コーディネート事業実施 
2005.11     JICA 研修始まる。 
2013.6     「神奈川県異業種連携協議会（イグレン）」と改称。 
2014.11.28  イグレン 30 周年記念行事 
2015.6.15  第 32 回総会 
2016.3.5   中小企業支援と公設試験研究機関の役割を考えるシンポジウム 
2017.6.27  第 34 回総会 

2018.6.22  第 35 回総会 
2019.6.18  第 36 回総会 
2021.2   テクニカルショウ横浜 2021 オンライン展示に参加 
 

 

 

 

 

 
 
 



 

神奈川県異業種連携協議会 
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